
組織づく り

令和 4 年 9 月

第 112 号



目　 　 次

特　 集 　 組織づく り

●  巻頭言   消防業務に必要と なる組織力について

 消防庁総務課長　 門前　 浩司 ………… 1

１ 　 記念祭記念講演会

●令和４ 年度消防大学校記念祭記念講演会について

 消防大学校 ………… 4

●T H E   IW A K I  W A Y   －組織づく り と リ ーダーシッ プ－

 ㈱いわき スポーツク ラ ブ　 代表取締役　 大倉　 　 智 ………… 5

２ 　 総論

●消防業界に明るい未来はあるんか？（ 警告）

 ㈱タ フ ・ ジャ パン　 代表取締役　 鎌田　 修広 ………… 26

３ 　 組織マネジメ ント ・ 風土づく り

●組織文化の構築に向けたリ ーダーの役割

 関東学院大学社会学部　 教授　 細田　 　 聡 ………… 38

●「 消防組織マネジメ ント 」

　 　 〜「 意識と 能力」 が高く 、「 自信と 責任」 を 持っ た消防職員の育成と

　 　 地域市民の「 信頼と 期待」 に応える消防組織の構築に向けて〜

 一般社団法人日本防災教育訓練セン タ ー　 代表理事　 サニーカ ミ ヤ ………… 51

●「 Ｋ ２ プロジェ ク ト 」 〜組織改革への挑戦〜

 山形市消防本部総務課 ………… 66

４ 　 リ ーダーシッ プ

●消防人に求めら れるリ ーダーシッ プ

 減災研究室　 ラ ボラ ト リ ー・ フ ィ ード バッ ク 代表　 永山　 政広 ………… 73

●「 リ ーダーと し て」 〜自ら 考え行動する組織作り 〜

 元渋川広域消防本部消防長　 青山　 省三 ………… 86

５ 　 人材育成

●第３ 次消防本部人材育成計画によ る組織力強化について

 会津若松地方広域市町村圏整備組合消防本部総務課　 佐藤　 　 基 ………… 96



●職員倫理から 見えた活気あふれる 職場の形成と 組織力向上を 目指し た

　 人材育成の取組について

 知多中部広域事務組合消防本部総務課人事企画担当　 千葉　 亮介 ………… 104

６ 　 消防の広域化

●消防広域化後の取組について

 埼玉西部消防局企画総務部企画財政課長　 黒沢　 知邦 ………… 112

●熊本市消防局における広域化と 組織づく り について

 熊本市消防局総務部総務課　 村田慎一郎 ………… 122

消防大学校から

●令和３ 年度の教育訓練実施状況（ 卒業生の状況） について

 教務部 ………… 130

●令和４ 年度下半期（ 令和４ 年1 0 月〜令和５ 年３ 月） の行事予定について

 消防研究センタ ー ………… 131



― 66 ―

「 Ｋ ２ プロジェ ク ト 」 ～組織改革への挑戦～

山形市消防本部総務課　

１ 　 はじ めに

　 山形市は、 県庁所在都市と し て、 明治22年４ 月の市政施行から 今年で133年を 迎え、

平成31年４ 月に「 中核市」 に移行し ている。 人口は、 平成17年の国勢調査値である25

万６ 千人を ピーク に減少に転じ ており 、 現在は24万４ 千人と なっ ている。

　 山形市消防本部は、 昭和24年６ 月に設立し 、 今年で73年目を 迎えた。 管轄エリ アは、

山形市の他、 隣接する ２ つの町から 消防事務全般を 受託し て おり 、 管轄人口は約26

万７ 千人と なっ ている。

　 当消防本部が抱える課題と し ては、 消防署・ 出張所の老朽化に伴う 建て替えや、 高機

能消防指令セン タ ーの更新、 車両の定期的な更新などのハード 整備に時間と 予算が割か

れ、施策などソ フ ト 面の充実になかなか取り 組むこ と ができ ずにいるこ と が挙げら れる。

２ 　 背　 景

　 社会環境の変化に伴い、 組織自体も 変化し ていく こ と が重要である。

　 通常、 災害現場においては、 上司から の指揮命令によっ て、「 安全・ 確実・ 迅速」 の３

原則を重視し て活動を行っ ているが、 現場以外の業務においても、 上司から の命令系統が

根強く 残り 、 前例踏襲やト ッ プダウンが目立つ傾向にある。 若手職員や中堅職員が積極的

に声を出し にく い環境でもあり 、 せっかく の能力を生かし 切れていないのが現状である。

　 組織に「 若さ 」 と いう 新し い風を 吹かせるこ と で、組織全体を 活性化さ せるためには、

全ての職員が同じ 方向を 向き 、 一丸と なっ て組織改革に取り 組むこ と が必要であっ た。

消防長

署 長

大隊長

小隊長

隊 員

図１ 　 現場活動における体制図

消防長

管理職

課長補佐

係 長

係 員

図２ 　 目指す体制図で通常業務
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３ 　 取り 組み内容

　 当消防本部において、 組織のあり 方や職員の能力と 意識の向上に取り 組むため、 次の

内容を 実践し た。

（ １ ） 自己啓発セミ ナー

　 本セミ ナーは、 全職員が同じ 目的意識を 持ちながら 共通の課題を 認識し 、 一丸と なっ

て問題解決に取り 組むため、同時期に一斉に受講するこ と が効果的と 考えた。 そのため、

現場職員の隊編成を 事前に調整し たう えで、 セミ ナー全体で５ 日間（ 令和３ 年12月13日

～17日） の日程を 確保し 、 全職員が丸一日の研修プログラ ムを 受講し た。 職位や階級が

様々な職員でグループを 編成し 、 グループワーク や実習を 通し てコ ミ ュ ニケーショ ンを

図り ながら 多く の事を 学ぶこ と ができ 、 大変有意義なセミ ナーと なっ た。

　 また、 本セミ ナーは、「 公務員倫理」 と 「 消防職員と し てのメ ン タ ルコ ン ト ロ ール及

び組織のあり 方」 の２ 部構成と するこ と で、 効果的に理解を 深めるこ と ができ た。

　 カ リ キュ ラ ムについては、 次のと おり である。

①　「 公務員倫理」 講話

　 職員は、 公務員である以上、 全体の奉仕者と し て市民の信頼を 損なう こ と のないよ

う 、 職員一人ひと り の強い自覚が必要である。 まずは、 公務員と し ての心構えを 自覚

し 、 また、 再認識するこ と が組織改革の第一歩と 考えた。

　 令和３ 年７ 月に就任さ れた井上貴至副市長に講師を 依頼し 、 こ れまで全国の多く の

自治体のまち づく り に携われた経験を 通し て、 副市長の目線によ り 、 公務員と し て大

切にするべき 倫理観や消防行政における市民目線の大切さ などについて講話を いただ

いた。

写真１ 　 井上貴至　 山形市副市長
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②　「 消防職員と し てのメ ンタ ルコ ント ロ ール及び組織のあり 方」 講義

　 市民の安全・ 安心を 守るこ と が責務である消防において、 災害等の最前線で業務を

行う ためには、 集中力やモチベーショ ンと いっ たメ ンタ ルの持続が不可欠である。 こ

れまで全国約３ 万人に指導さ れている 、 株式会社タ フ ・ ジャ パン 代表取締役の鎌田修

広氏を 講師と し て招き 、 消防職員に必要な心構え、 モチベーショ ンの持ち方、 組織に

好循環を も たら す個人のあり 方など、 消防業務に特化し た内容の研修を 実施し た。 職

員一人ひと り が真剣に受講し 、 組織を 活性化さ せるための方法や職務におけるメ ンタ

ルコ ント ロールなどのノ ウハウを 習得し 、 職員の意識改革を 図っ た。

　 また、 こ れから 山形市消防本部が目指すべき 組織のあり 方を 全職員で共有でき たこ

と により 、 後に記述する「 Ｋ ２ プロジェ ク ト 」 のき っ かけと なる 講義と なっ た。

③　 受講における感想について

●セミ ナーを 受講し て、 得たこ と 、 学んだこ と 、 感じ たこ と

・  業務を遂行するう えでのモチベーショ ンの保ち方や取り 組み方のヒ ント があっ た。

写真２ 　 鎌田修広 講師

写真３ 　 グループワーク の様子 写真４ 　 実習の様子
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（ 20代男性）

・  従来の固定観念にと ら われず、 働き やすい組織にするためには、 時代に合わせた

新し い風土を 作っ ていかなければなら ないと 感じ た。（ 20代女性）

・  目標達成するためには、 全員が共通認識を 持ちながら 、 いき いき と し た職場環境

を 作るこ と が円滑な現場活動・ 良好な職場環境につながるこ と を 再認識し た。（ 30

代男性）

・  受講し ている 職員が、 講義の中で課題に対する 姿を 見ている と 、「 ポジティ ブ 」

スイ ッ チが入ればガラ リ と 印象が変わるこ と に気が付いた。 自分の職位は、 その

スイ ッ チを 入れてあげるこ と だと 再認識し た。（ 50代男性）

●受講を 踏まえて、 業務上チャ レ ンジし たいこ と

・  こ れまで上司に対し て本音で話し 合う 機会がなく 自分自身も 避けていたのだと 思

う 。 し かし それでは窮地に立たさ れた時に良い活動はでき ない。 自ら 本音でぶつ

かり 合い、 部下にも 浸透し ていけるよう な関係性を 築いていき たい。（ 20代男性）

・  受動的ではなく 、 能動的に自ら 目標を 定め、 高いモチベーショ ンを 保ちながら 業

務にあたり たい。 焦り や不安の向き 合い方を 学べたため、 日々の業務を 事故なく

遂行でき るよう 知識を 役立てたい。（ 30代男性）

・  部下のモチベーショ ンを 上げ、 アイ デアや意見を 吸い上げながら ト ッ プダウンと

ボト ムアッ プの融合を 図っ ていき たい。（ 40代男性）

（ ２ ） Ｋ ２ プロジェ ク ト

　「 Ｋ ２ プロ ジェ ク ト 」 は、 前述の「 自己啓発セミ ナー」 を 契機と し て、 消防本部総務

課内に事務局を 立ち上げ、 プロジェ ク ト 発足の準備を 進めた。

　 プロ ジェ ク ト 名は、「 カ イ ゼン・ カ イ カ ク 」 の頭文字と なる「 Ｋ 」 を ２ つ組み合わせ

て名付けており 、 また、 世界でも ト ッ プク ラ スの高さ を 誇っ ている山である「 Ｋ ２ 」 の

よう に、 組織全体で高い意識を 持ちながら 、 改善・ 改革を 目指し ていく と いう 想いも 込

めら れている。

①　 目　 的

　 災害現場は上司から の指揮命令によ る 活動と なる が、 業務を 改善・ 改革する には、

若手職員の斬新かつ柔軟な発想による ボト ムアッ プも 有効である と 考えら れる。 組織

に必要なも のを 積極的に吸い上げ、 改善・ 改革と いう 風を 下から 巻き 起こ すこ と で、

風通し の良い組織風土を 作り 、 組織全体の活性化を 実現さ せるこ と が目的である。

消防研修第112号（ 2022.9）
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 ②　 期待さ れる 効果

・ 組織全体で取り 組んでいく こ と によ る職員一人ひと り の意識改革

・  提案し た改善計画によ り 、 組織が変化し 、「 喜び」 や「 達成感」 を 得る こ と によ る

モチベーショ ンの向上

・ 活発な意見交換ができ る風通し が良い組織の形成

・ 多角的視点から の改善による業務の効率化

③　 プロジェ ク ト チーム

　 資格を 保有し 業務を 行う と いう 特性を 考慮し て、「 警防チーム」「 救急チーム」「 予

防チーム」 の３ チームに分けて、 チーム毎に問題点を 洗い出し 、 改善計画を 作成、 提

案する。 対象者は、 消防司令補以下の職員により 構成し た。

図３ 　 プロジェ ク ト チーム役割

対　 象　 者 役　 割

警防チーム

救急チーム

予防チーム

消防司令補以下の者

各チーム７ 名程度

・ 問題点の洗い出し 、 分析、 具体的な業務改善計画書を作成

・ 改善会議にて、 プレゼンテーショ ン

・ 改善状況を把握し 、 成果発表会にて、 結果を発表

・ 最終結果を職員へ周知

④　 サポート メ ンバー

　 総合的にチームを サポート する「 改善サポータ ー」、 成果に基づき アド バイ スを 行

う 「 改善アド バイ ザー」、 プロ ジェ ク ト を 運営し ていく 「 事務局」 の３ つの体制に分

けて、 それぞれの立場で役割を 設け、 全提案の実現に向けてサポート する。

図４ 　 サポート メ ンバー役割

改善

アド バイ ザー
消防署長、 各課長

・ 成果の講評

・ 次年度に向けたアド バイ ス

事務局 総務課 ・ プロジェ ク ト の運営等

対　 象　 者 役　 割

改善

サポータ ー

消防副署長

各課課長補佐

・ 業務改善計画書作成時のチームのサポート 及び実行に向けた

　 アド バイ ス

・ プレ ゼンテーショ ン を 受けて、 提案計画の振り 分け（ 実行、

　 次年度予算化、 ブラ ッ シュ アッ プの判断）
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⑤　 プロジェ ク ト の進捗

　 ５ 月16日に「 Ｋ ２ プロジェ ク ト ・ キッ ク

オフ イ ベント 」 を 開催し 、 各チームから の

決意表明、 サポート メ ンバーの紹介などを

行い、 本格的に「 Ｋ ２ プロジェ ク ト 」 が始

動し た。

　 ９ 月１ 日に第１ 回改善会議を 開催し 、 各

チームから のプレ ゼンテーショ ンに引き 続

き 、 改善サポータ ーと の活発なディ スカ ッ

ショ ンが行われた。 ６ 提案のう ち４ つが

「 実行」、２ つが「 再検討」 に振り 分けら れ、

再検討の２ 提案は更なるブラ ッ シュ アッ プ

を 経て10月上旬に予定し ている第２ 回改善

会議に再提案さ れる。

　 第１ 回改善会議の様子は地元紙にも 掲載

さ れ、 また、 当日同席いただいた２ 人の副

市長が市長を 中心と する市の幹部会議で報

告さ れたこ と から 、 市内部でも 大き な反響

を 呼び、 市職員全員が会議の様子を 視聴でき るよう に動画の配信も 行っ た。

　 まさ に、 消防の取組が市全体に新たな風を 吹き 込んだ瞬間である。

　 ３ 月上旬に予定し ている成果発表会では、 各チームが改善結果を 発表し 、 改善アド

バイ ザーから の講評、次年度に向けたアド バイ スを ふまえ、必要に応じ て更なるブラ ッ

シュ アッ プを 図っ ていく 。

写真５ 　 第１ 回改善会議新聞記事

写真提供／山形新聞社

警防チーム

写真６ 　 チーム会議の様子

救急チーム 予防チーム
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４ 　 おわり に

　 組織改革は決し て一人で出来るも のではなく 、組織全体が同じ 方向性を 向き 、モチベー

ショ ンを 持っ て取り 組むこ と で、 より 効果的なも のになると 考えら れる。 つまり 、 組織

改革と は、 組織に属する職員一人ひと り の意識改革であると も 言えるのではないだろ う

か。

　 当消防本部においても 、 様々な取り 組みを 行いながら 、 まずは、 前例踏襲やト ッ プダ

ウンと いっ た考え方から 脱却し 、 下から 巻き 上がる風を 上手く 循環さ せるシステムを 構

築する こ と で、 職員の更なる 意識改革を 図り 、 ひいては、「 個の改革」 が「 組織全体の

改革」 に波及し 、 さ ら に「 組織全体の改革」 が「 個の改革」 にフ ィ ード バッ ク さ れる、

そんな好循環を 持続でき ればと 考える。

図５ 　 Ｋ ２ プロジェ ク ト フ ローチャ ート

※１ チーム毎に、 問題点の洗い出し 、 分析改善計画を 作成。
※２ チーム毎にプレ ゼン テーショ ンを 行い、 改善計画を 提案。

各課・ 各署の改善サポータ ーが各チームと 意見交換。
※３ 消防本部全体で改善計画に基づき 実行。
※４ チーム毎に実行状況を 把握し 、 改善結果を 発表。

1 月 2 月 3 月4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

予算を 要する 提案の場合

来年度に向けた予算化の準備期間

※

※

※

3

※

実 行
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